
























要旨:睡眠時の寝かせ方と寝返りによる翌朝の体位変化に関する調査を実施し、睡眠時の

体位が SIDS の発症に直接関与するか否かを明らかにするための基礎資料とした。名古屋

市が実施している 1才半健診時に、健康乳児の寝かせ方、体位の変化に関するアンケート

調査を行った。アンケート回収率は 79.1%(1626件中 1286 件) であった。生後早期よりう

つぶせにすると寝返りの開始が早くなるが、その差は 2週間ほどであることが判明した。

寝返りができるようになってからの体位変換については、2500g 以上の成熟児群と、2000g

以上 2500g 未満の低出生体重児群を比較検討した。その結果、寝返りができるようになっ

てからは、あおむけに寝かせられて翌朝うつぷせになっている率が、うつぶせに寝かせて

あおむけになっている率よりも高いこと、うつぶせ保育の比率と翌朝うつぶせになってい

る比率には正の相関があるが、うつぶせに寝かせる比率が 67%以上では逆に翌朝うつぶせ

になる比率の方が低くなること、などが判明した。わが国においては、 1995 年出生の成

熟児の翌朝の体位として(ある時点に偶然観察すると)、寝返りができるまではうつぶせに

なっていることが約2割で、寝返りができるようになっていた児か、初めて寝返りをした

児ではうつぶせで発見されることが約4.5 割であった。これらを考慮して、本症の発症要

因と発見時の体位との関連を検討する必要がある。


